
第７回 小規模校対策２校合同検討委員会 

令和２年１０月２１日（水）１０時００分～

御園小学校 会議室 

〈次 第〉 

○開会・議長あいさつ

○出席者紹介

１ これまでの検討委員会の経過について            資料１ 

２ 教育委員会からの提案について               資料２ 

３ その他 

（参考資料） 

・２校合同検討委員会ニュース（第７号） 

・小規模校対策２校合同検討委員会名簿 

・小規模校対策２校合同検討委員会規約 

＜今後の予定＞        

令和2年11月16日（月）13時～ 名城小学校 

令和2年12月16日（水）10時～ 御園小学校 





これまでの検討委員会の経過について

〇第 1回（平成３１年２月１４日） 

・統合校の場所は、名城小の場所が望ましいという方向性となった。 

〇第２回（平成３１年３月１８日） 

・検討事項（統合の合意事項）については、校名、通学の安全対策、校章、校

歌をどうするかを議論し、必要な内容を合意書に書くことになった。 

〇第３回（令和元年５月２０日） 

・校名の決定方法を決める前に、「名城小学校」という名前を残すかどうかと

いう議論を先に行うことになった。 

・御園小学校の保護者や未就学児にアンケートを取り、その結果を受けて、再

度話し合うことになった。 

〇第４回（令和元年７月２５日） 

・御園小の委員から校名について、「名城」という名前を残すのであれば、「名

城小学校」ではなく、「名城御園小学校」という校名ではどうか、という提

案があった。 

⇒名城小の意見をまとめ、次回の会議で回答することになった。 

・御園小の委員から統合時期は改修工事完了後とし、また統合までの間、御園

学区の児童は、御園小と名城小のいずれかを選択できるようにならないか、

という提案があった。 

⇒学校選択の可否については、教育委員会で検討し、次回の会議で回答するこ

とになった。 

〇第５回（令和元年１１月１５日） 

・事務局より御園学区児童の学校選択を令和２年度から実施するためには、令

和元年１２月中の合意が必要と回答があった。 

・名城小の委員から名城小 PTA で行ったアンケートの集計結果も踏まえ、校章

や校歌などは御園小学校の歴史がつながるよう配慮するので、校名は「名城

小学校」でお願いできないか提案があった。また、統合時期については御園

小の考えに合わせて工事完了後で良いのではないか、という提案があった。 

  ・12 月中に統合の合意ができるよう話し合っていくことになった。 

〇第６回（令和元年１２月２０日） 

※開催までに合意事項の一致点を見いだせなかったことから延期。 

〇第６回（令和２年２月１９日） 

・事務局より教育委員会において両校の統合は必要不可避の重要課題と位置付

けていると説明があった。また、来年度こそは統合に向けた合意形成が実現

できるよう全力を尽くし、積極的に関わっていくという決意表明があった。

資料１ 





教育委員会からの提案について 

１ 提案内容 

校  名 名城御園小学校 

※統合時期 令和４年４月 

※委託選択 

通学 

令和３年４月から統合するまでの間、御園学区の児童は

希望により名城小学校への通学を可能とする。 

※ 統合時期、委託選択通学については、令和２年 12 月中旬までに合意した場

合を想定。統合場所については、第１回検討委員会において通学距離、校

地面積、保有教室数から名城小の場所が望ましいという方向性となった。

２ 提案理由 

（１） 校 名 

小規模校対策に関する実施計画（平成 22 年９月策定）は、「統合にあた 

っては、一方の学校を残し他方の学校を廃止するという考え方ではなく、 

新しい学校を開設するという考え方」に立っている。 

同実施計画の趣旨、並びに検討委員会におけるこれまでの議論の経過も

踏まえ、「名城御園小学校」が統合校の校名にふさわしい。 

（２） 統合時期・委託選択通学 

統合によって、子どもたちがより多くの友だちや先生と関わり合うこと 

を通じて、多様な考え方や価値観に触れ、思考力や表現力、判断力、問題解 

決能力などをより一層育むことができるよう、早期の統合を目指す。 

３ 統合スケジュール(令和２年 12 月中旬までに合意の場合) 

区分
2021年度

(R3)
2022年度

(R4)
2023年度
(R5)

2024年度
(R6)

2025年度
(R7)

工事完了

統合

御園小

名城小
()

◎2022（R4）年度に統合

設 計 工 事

資料２ 



４ 今後の検討委員会のスケジュール 

区 分 日 時 内 容 

第８回 
令和２年 11 月 16 日（月）13 時～ 

 【会場：名城小学校】 
○合意事項の検討・協議 

第９回 
令和２年 12 月 16 日（水）10 時～ 

 【会場：御園小学校】 
○合意事項の決定・承認 











小規模校対策２校合同検討委員会規約 

 （目的） 

第１条 本会は、小規模校対策２校合同検討委員会(以下「委員会」という。)と称

し、御園小学校及び名城小学校を統合することにより小規模校の抱える課題を解

決し、教育環境の改善を図ることを目的とする。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

 (1) 統合により小規模校の抱える課題を解決し、教育環境の改善を図るために

必要な関係者の意見の聴取及び集約 

(2) その他前条の目的を達成するために必要な事項 

（委員） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員を置く。 

(1) 御園学区及び名城学区（以下「各学区」という。）の区政協力委員長、区

政協力副委員長及び各学区が推薦した者（以下「地域委員」という。）  

６名（各学区３名） 

(2) 御園小学校及び名城小学校のＰＴＡ（以下「各ＰＴＡ」という。）の会長、

副会長、母親代表及び各ＰＴＡが推薦した者（以下「保護者委員」という。） 

８名（各ＰＴＡ４名） 

(3) 御園小学校及び名城小学校の校長及び教頭 ４名（各小学校２名） 

(4) その他必要と認める者 

２ 委員の任期は１年とする。ただし、委員が欠けた場合における後任者の任期

は前任者の残任期間とする。 

３ 委員は再任を妨げない。 

（代表委員及び副代表委員） 

第４条 各学区・各ＰＴＡの委員の中から、代表委員１名、副代表委員２名をそ

れぞれ置く。（計６名） 

２ 代表委員および副代表委員は、各学区・各ＰＴＡがそれぞれ協議して決定す

る。 

３ 副代表委員２名の内訳は、地域委員１名、保護者委員１名とする。 

（代表委員及び副代表委員の職務） 

第５条 代表委員は委員会を総理する。 

２ 副代表委員は、代表委員を補佐し、代表委員に事故があるときは、その職務



を代理する。 

３ 副代表委員の職務の代理の順序は、各学区・各ＰＴＡが協議して決定する。 

 （議長） 

第６条 会議の議長は、代表委員が持ち回りで務めることとし、その順序は別に

定める。 

２ 議長は、会議を主宰する。 

（会議） 

第７条 会議は、必要の都度、代表委員が協議して招集する。 

２ 会議の会場は、２校の持ち回りとし、その順序は別に定める。 

３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

４ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。ただし、議長が必要と認めた場合は、特別過半数（３分の２以上の賛

成）とすることができる。 

５ 議長は、必要があると認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求めるこ

とができる。 

６ 会議の公開等に関し、必要な事項は別に定める。 

 （事務局） 

第８条 委員会に事務局を置く。 

２ 事務局は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 

 (1) 委員会の庶務に関すること 

 (2) 委員会の会議の進行に関すること 

 (3) 委員会の審議に必要な資料を作成すること 

 (4) 議事録を作成すること 

３ 事務局は、会議において必要な助言をすることができる。 

 （委任） 

第９条 その他委員会の運営に必要な事項は、会議に諮ったうえ、代表委員で協

議して定める。 

（附則） 

この規約は、平成３１年２月１４日から施行する。 

（任期の特例） 

最初の委員の任期は、第３条第２項の規定に限らず、平成３１年３月３１日

までとする。 


